
生成ＡＩツールの導入による

業務効率化に向けた取組 

知事直轄組織デジタル戦略局デジタル戦略課 



• 生成AIを業務において適正かつ積極的に利用するため、デジタル戦略課では、

令和５年６月に「静岡県生成ＡＩ利用ガイドライン」を策定

• 利用環境を整備し、管理職員・一般職員それぞれに向けた研修を開催したもの

の、利用は低調だった
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令和5年度までの取組

生成AIを

業務に利用している

4.7%

県庁各所属の

生成AI利用状況

R5.8月/n=150

生成AIを

業務に利用していない

95.3%
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利用促進に向けた課題の抽出

• 利用者に向けたアンケートを数回行い、2つの課題を抽出した

課題

01

利用環境の問題
• インターネット環境で提供されている生成AIツール（ChatGPT

など）は、庁内ネットワークからは直接アクセスできない

• 本県独自の規程などを踏まえた、実務に即した回答が得られない

課題

02

利用方法の問題
• 生成AIへどのような指示を出せばより良い回答が得られるかわ

からない

• 業務への活用方法がわからない
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課題分析を踏まえた5つの取組

取組

01
庁内ネットワークで利用可能な環境の整備

取組

02
インターネット上にない情報を
追加学習させられる生成AIツールの導入

取組

03
生成ＡＩプロンプトレシピ集の作成

取組

04
デジタル戦略推進本部会議における
生成ＡＩの実演と周知

取組

05
モデル所属の募集と好事例の創出

課題02:利用方法への対応

環境の
整備

更なる
利活用へ

アジャイルで
取り組む！

課題01:利用環境への対応
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課題01:利用環境への対応

• 庁内ネットワークから簡単に利用ができ、かつ利用者が独自の情報を追加学習

させることができる（RAG機能）生成ＡＩツール「exaBase」を導入

これまで 生成AI（RAG機能）を活用

※RAG：Retrival-augumented generation（検索拡張機能）

（例）答弁作成の場合

答弁スタイル（現状、取組、課題、対応）を踏まえて、

行政資料等を元に議会答弁を作成

◎生成AIが答弁スタイルを踏まえた叩き台を作成

◎構成検討や文章作成の時間を削減

RAG機能により問合せ対応や原稿作成など、生成AI利用の拡大が期待できる

過去答弁や行政資料を追加学習



5

課題02:利用方法への対応

• 生成AIからより良い回答を得るためにはプロンプト（生成AIへの指示文）が重要

　⇒「生成AIプロンプトレシピ集」を作成

01.アイデア出し
 

• アンケート調査の設計

• SNSのリスクアセスメント

• クレーム電話に対するロールプレイ　ほか

03.コード作成
 

• Excel関数の作成

• Excel計算式の解説

• コーディング　　　　　　　　　　　　　　　ほか

02.文章作成
 

• セミナーの紹介文の作成

• 誤字脱字チェック

• SNS投稿案の作成　　　　　　　　　　ほか

04.検索
 

• 用語の説明

• 難しい用語の言い換え説明

• Excelの機能検索　　　　　　　　　　　　ほか

約50個の生成AI利用アイデアを掲載
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課題02:利用方法への対応

• 「exaBase」の導入とあわせ、先行導入所属として16のモデル所属を選定

• モデル所属における23の活用事例を集約し、全庁に事例共有を行った

文章の要約や資料作成だけでなく、exaBaseのRAG機能の活用による

審査業務や問合せ対応業務への応用など、複数の優良事例が創出された

活用シーン 内　　容

大 量 の 文 章 を 要 約
農地・農業用施設の災害復旧事業の概要やポイントを
初任者でも理解できるよう要約

問合せに瞬時に回答
約150ページ以上あるマニュアルを登録することで
問合せ内容をＡＩが回答

煩雑な校正作業を代替
ＳＮＳにおける各種ガイドラインへの適合性チェックに活
用

（例）



7

今後の展望

R5.8

7所属

R７.1

本庁全所属

約180所属

削減効果（目標）

19,600時間/年

• exaBaseでの検証結果により、生成AIの利用により平均して1人あたり

　　5分/日の削減効果が得られることが判明

• 令和7年度は、生成AIツールを全庁展開し、さらなる利用促進を図ることで、

全庁で19,600時間/年の削減を目標として取り組んでいく

R6.10

モデル所属

１６所属

R7年度

出先含む全所属

245所属
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最後に

• 生成ＡＩは社会にイノベーションを引き起こし、幅広く生活の質を向上させる

行政が率先して生成ＡＩ活用を前提とした仕事の進め方の転換を図っていく

シンポジウムやメディア等で県の取組を幅広く発信



デジタル戦略課

３月３日
撮り直し


